
(57)【要約】

【課題】遊技機用図柄テープの見映えを良くする技術を

提供する。

【解決手段】遊技機用図柄テープ８５は、図柄列が配さ

れるとともに、一方の端部９３の上に他方の端部９４を

重ね合わせて接合した帯状のものである。本発明の遊技

機用図柄テープ８５は、一方の端部９３に厚さ方向に貫

通する穴９１が形成されている。

このように、遊技機用図柄テープ８５の一方の端部９３

に穴９１が形成されていると、端部９３、９４どうしが

重ね合わされていても、他方の端部９４の一方の端部９

３の穴９１に対応した部分は、暗く視認されない。よっ

て、遊技機用図柄テープ８５の見映えを良くすることが

できる。

【選択図】　図４

JP 2004-222829 A 2004.8.12



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
図 柄 列 が 配 さ れ る と と も に 、 一 方 の 端 部 の 上 に 他 方 の 端 部 を 重 ね 合 わ せ て 接 合 し た 帯 状 の
遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ で あ り 、
前 記 一 方 の 端 部 に 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る 穴 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 用 図 柄
テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ 】
図 柄 列 が 配 さ れ る と と も に 、 一 方 の 端 部 の 上 に 他 方 の 端 部 を 重 ね 合 わ せ て 接 合 し た 帯 状 の
遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ で あ り 、
前 記 一 方 の 端 部 に 長 手 方 向 に 延 び る 切 欠 き が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 用 図
柄 テ ー プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ に 関 す る も の で あ る 。 詳 し く は
、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 端 部 ど う し を 接 合 す る 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 図 柄 列 が 配 さ れ た 帯 状 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 １ ） 。 こ の よ う な 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ は 、 ス ロ ッ ト マ シ ン 等 に 用 い ら れ る 。
遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ は 、 そ の 端 部 ど う し を 重 合 わ せ て 接 着 し た 状 態 で 、 例 え ば 、 リ ー ル に
装 着 さ れ る 。 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 図 柄 や 余 白 は 半 透 明 に さ れ て い る 。 リ ー ル の 裏 側 に は
、 点 灯 し て 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ を 明 る く 照 ら し 出 す バ ッ ク ラ イ ト が 設 け ら れ て い る 。
接 着 さ れ た 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 端 部 は 剥 が れ や す い 。 こ の た め 、 端 部 ど う し を 強 く 接 着
し よ う と す る と 、 端 部 の 重 ね 合 わ せ 大 き く し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ９ ４ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 端 部 の 重 ね 合 わ せ を 大 き く す る と
、 バ ッ ク ラ イ ト が 点 灯 し た と き に 、 重 ね 合 わ さ れ た 部 分 が そ の 他 の 部 分 よ り も 暗 く 視 認 さ
れ る 。 こ の た め 、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 見 映 え が 悪 く な っ て し ま う 。
本 発 明 は 、 か か る 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 見 映
え を 良 く す る 技 術 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 お よ び 作 用 と 効 果 】 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ は
、 図 柄 列 が 配 さ れ る と と も に 、 一 方 の 端 部 の 上 に 他 方 の 端 部 を 重 ね 合 わ せ て 接 合 し た 帯 状
の も の で あ る 。 本 発 明 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ は 、 前 記 一 方 の 端 部 に 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る 穴
が 形 成 さ れ て い る 。
こ の よ う に 、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 一 方 の 端 部 に 穴 が 形 成 さ れ て い る と 、 端 部 ど う し が 重
ね 合 わ さ れ て い て も 、 他 方 の 端 部 の 一 方 の 端 部 の 穴 に 対 応 し た 部 分 は 、 暗 く 視 認 さ れ な い
。 よ っ て 、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 見 映 え を 良 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ は 、 図 柄 列 が 配 さ れ る と と も に 、 一 方 の 端 部 の 上 に
他 方 の 端 部 を 重 ね 合 わ せ て 接 合 し た 帯 状 の も の で あ る 。 本 発 明 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ は 前
記 一 方 の 端 部 に 長 手 方 向 に 延 び る 切 欠 き が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 遊 技 機 用 図 柄 テ
ー プ の 一 方 の 端 部 に 切 欠 き が 形 成 さ れ て い る と 、 端 部 ど う し が 重 ね 合 わ さ れ て い て も 、 他
方 の 端 部 の 一 方 の 端 部 の 切 欠 き に 対 応 し た 部 分 は 暗 く 視 認 さ れ な い 。 よ っ て 、 遊 技 機 用 図
柄 テ ー プ の 見 映 え を 良 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 例 示 す る 。
（ 形 態 １ ）
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図 柄 列 が 配 さ れ る と と も に 、 一 方 の 端 部 の 上 に 他 方 の 端 部 を 重 ね 合 わ せ て リ ー ル に 巻 着 さ
れ る 帯 状 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ で あ り 、 前 記 一 方 の 端 部 に 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る 穴 が 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ 。
こ の よ う に 、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 一 方 の 端 部 に 穴 が 形 成 さ れ て い る と 、 端 部 ど う し が 重
ね 合 わ さ れ て い て も 、 他 方 の 端 部 の 一 方 の 端 部 の 穴 に 対 応 し た 部 分 は 、 暗 く 視 認 さ れ な い
。 よ っ て 、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 見 映 え を 良 く す る こ と が で き る 。
（ 形 態 ２ ）
図 柄 列 が 配 さ れ る と と も に 、 一 方 の 端 部 の 上 に 他 方 の 端 部 を 重 ね 合 わ せ て リ ー ル に 巻 着 さ
れ る 帯 状 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ で あ り 、 前 記 一 方 の 端 部 に 長 手 方 向 に 延 び る 切 欠 き が 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ 。
こ の よ う に 、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 一 方 の 端 部 に 切 欠 き が 形 成 さ れ て い る と 、 端 部 ど う し
が 重 ね 合 わ さ れ て い て も 、 他 方 の 端 部 の 一 方 の 端 部 の 切 欠 き に 対 応 し た 部 分 は 暗 く 視 認 さ
れ な い 。 よ っ て 、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 見 映 え を 良 く す る こ と が で き る 。
（ 形 態 ３ ）
他 方 の 端 部 に は 、 少 な く と も １ つ の 図 柄 が 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求
項 ２ 、 形 態 １ 、 形 態 ２ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ 。
上 記 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ は 、 他 方 の 端 部 に 少 な く と も １ つ の 図 柄 が 配 さ れ て い る 。
（ 形 態 ４ ）
一 方 の 端 部 と 他 方 の 端 部 が 重 ね 合 わ さ れ た 状 態 で は 、 一 方 の 端 部 に 形 成 さ れ た 穴 上 に 他 方
の 端 部 に 配 さ れ た 図 柄 が 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 形 態 １ に 記 載 の 遊 技 機
用 図 柄 テ ー プ 。
上 記 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ は 、 一 方 の 端 部 に 形 成 さ れ た 穴 上 に 他 方 の 端 部 に 配 さ れ た 図 柄
が 位 置 し て い る 。 こ の た め 、 他 方 の 端 部 に 配 さ れ た 図 柄 が 暗 く 視 認 さ れ な い 。 よ っ て 、 遊
技 機 用 図 柄 テ ー プ の 見 映 え を 良 く す る こ と が で き る 。
（ 形 態 ５ ）
一 方 の 端 部 と 他 方 の 端 部 が 重 ね 合 わ さ れ た 状 態 で は 、 一 方 の 端 部 に 形 成 さ れ た 切 欠 き 上 に
他 方 の 端 部 に 配 さ れ た 図 柄 が 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は 形 態 ２ に 記 載 の 遊
技 機 用 図 柄 テ ー プ 。
上 記 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ は 、 一 方 の 端 部 に 形 成 さ れ た 切 欠 き 上 に 他 方 の 端 部 に 配 さ れ た
図 柄 が 位 置 し て い る 。 こ の た め 、 他 方 の 端 部 に 配 さ れ た 図 柄 が 暗 く 視 認 さ れ な い 。 よ っ て
、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 見 映 え を 良 く す る こ と が で き る 。
（ 形 態 ６ ）
請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 形 態 １ ～ 形 態 ５ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ を 備 え た 遊
技 機 。
こ の よ う に 構 成 さ れ た 遊 技 機 に よ れ ば 、 遊 技 機 用 図 柄 テ ー プ の 見 映 え が 良 い こ と に よ っ て
、 よ り 美 し い 表 示 態 様 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 実 施 例 】
（ 第 １ 実 施 例 ）
本 発 明 を 遊 技 機 の 一 種 で あ る ス ロ ッ ト マ シ ン １ ０ に 適 用 し た 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照
し な が ら 説 明 す る 。
図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ス ロ ッ ト マ シ ン １ ０ の 前 面 パ ネ ル １ ２ は 、 図 柄 表 示 部 １ ４ と
操 作 部 １ ８ を 備 え て い る 。 図 柄 表 示 部 １ ４ に は 、 横 の ３ つ 並 ん だ 左 表 示 窓 ２ １ 、 中 表 示 窓
２ ２ 、 右 表 示 窓 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 表 示 窓 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 裏 側 に は 、 円
筒 状 の 左 リ ー ル ２ ４ 、 中 リ ー ル ２ ５ 、 右 リ ー ル ２ ６ が 取 付 け ら れ て い る 。 リ ー ル ２ ４ 、 ２
５ 、 ２ ６ に は 、 複 数 の 図 柄 が 列 状 に 配 さ れ た 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ 、 中 リ ー ル テ ー プ ８ ６ 、
右 リ ー ル テ ー プ ８ ７ が 装 着 さ れ て い る 。 リ ー ル ２ ４ 、 ２ ５ 、 ２ ６ が 停 止 し て い る 状 態 で は
、 表 示 窓 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の そ れ ぞ れ に リ ー ル テ ー プ ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ に 配 さ れ た 図 柄 の
内 の ３ つ が 縦 に 並 ん で 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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操 作 部 １ ８ に 設 け ら れ て い る 始 動 レ バ ー ６ １ が 操 作 さ れ る と 、 リ ー ル ２ ４ 、 ２ ５ 、 ２ ６ が
縦 下 方 向 に 回 転 し 、 表 示 窓 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ に 図 柄 が 変 動 表 示 さ れ る 。 リ ー ル ２ ４ 、 ２ ５
、 ２ ６ が 回 転 し て い る 状 態 で 左 リ ー ル 停 止 ボ タ ン ６ ２ 、 中 リ ー ル 停 止 ボ タ ン ６ ３ 、 右 リ ー
ル 停 止 ボ タ ン ６ ４ が 操 作 さ れ る と 、 左 リ ー ル ２ ４ 、 中 リ ー ル ２ ５ 、 右 リ ー ル ２ ６ が そ れ ぞ
れ 別 個 に 停 止 す る 。 そ し て 、 停 止 し た 図 柄 の 組 合 せ が 所 定 の も の で あ っ た 場 合 に 、 メ ダ ル
を 払 出 し た り 、 遊 技 者 に と っ て 有 利 な 遊 技 状 態 （ 例 え ば 、 ビ ッ グ ボ ー ナ ス ゲ ー ム ） に 移 行
し た り す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 リ ー ル テ ー プ ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ は 帯 状 で あ り 、 そ の 表 面 に は
、 「 ベ ル 」 、 「 ス イ カ 」 、 「 数 字 の ７ 」 等 の 図 柄 が 配 さ れ て い る 。 リ ー ル テ ー プ ８ ５ 、 ８
６ 、 ８ ７ の 図 柄 は 、 半 透 明 と さ れ て い る 。 余 白 部 分 は 半 透 明 の 白 色 と さ れ て い る 。 リ ー ル
テ ー プ ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ の 一 端 部 ９ ３ に は 、 略 矩 形 状 の 穴 ９ １ が 形 成 さ れ て い る 。 リ ー ル
テ ー プ ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ の 他 端 部 ９ ４ の 裏 面 （ 図 柄 が 配 さ れ て い る の と 反 対 側 の 面 ） に は
、 ３ つ の 粘 着 テ ー プ ９ ２ が 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
左 リ ー ル ２ ４ に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 中 リ ー ル ２ ５ 、 右 リ ー ル ２ ６ の 構 成 は 左 リ ー ル ２
４ と 同 じ な の で 、 そ れ ら の 説 明 は 省 略 す る 。
図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 左 リ ー ル ２ ４ は 、 外 筒 部 ７ １ と 、 こ の 外 筒 部 ７ １ と 軸 部 ２ ４
ａ と を 結 ぶ 放 射 状 に 配 置 さ れ た ５ 本 の ス ポ ー ク ２ ４ ｂ と を 備 え て い る 。 外 筒 部 ７ １ は 、 幅
が 狭 い ２ つ の 円 筒 面 ７ ２ と 、 こ れ ら 円 筒 面 ７ ２ を 連 結 す る 複 数 の バ ー ７ ３ か ら 構 成 さ れ て
い る 。 軸 部 ２ ４ ａ は 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ７ ８ の 回 転 軸 に 取 付 け ら れ て い る 。 ス テ ッ ピ ン
グ モ ー タ ７ ８ の 回 転 軸 が 回 転 す る と 、 左 リ ー ル ２ ４ も 回 転 す る 。
左 リ ー ル ２ ４ の 内 部 に ラ ン プ ケ ー ス ８ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 ラ ン プ ケ ー ス ８ ３ は 、 上 下 方
向 に 並 ぶ ３ つ の 部 屋 ８ ３ ａ 、 ８ ３ ｂ 、 ８ ３ ｃ に 分 割 さ れ て い る 。 こ れ ら の 部 屋 ８ ３ ａ 、 ８
３ ｂ 、 ８ ３ ｃ の 位 置 が 、 左 表 示 窓 ２ １ に 表 示 さ れ る 上 段 、 中 段 、 下 段 の ３ つ の 図 柄 に 対 応
し て い る 。 部 屋 ８ ３ ａ 、 ８ ３ ｂ 、 ８ ３ ｃ の 内 部 に は 、 バ ッ ク ラ ン プ ８ ４ が 装 着 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ の 裏 面 の 両 側 端 部 に は 、 粘 着 テ ー プ （ 図 示 省 略 ） が 接 着 さ れ て い る 。
こ の 粘 着 テ ー プ が 円 筒 面 ７ ２ に 接 着 さ れ る こ と に よ り 、 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ が 左 リ ー ル ２
４ に 装 着 さ れ る 。 そ し て そ の 際 に は 、 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ の
一 端 部 ９ ３ に 他 端 部 ９ ４ を 重 ね 合 わ せ る 。 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ の 一 端 部 ９ ３ と 他 端 部 ９ ４
を 重 ね 合 わ せ る と 、 粘 着 テ ー プ ９ ２ に よ っ て 一 端 部 ９ ３ と 他 端 部 ９ ４ が 接 着 さ れ る 。
図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ の 一 端 部 ９ ３ と 他 端 部 ９ ４ が 接 着 さ れ る
と 、 一 端 部 ９ ３ に 配 さ れ て い る ベ ル 図 柄 ９ ５ お よ び そ の 周 囲 は 、 穴 ９ １ の 上 に 配 置 さ れ る
。 す な わ ち 、 穴 ９ １ を 設 け た こ と に よ り 、 バ ッ ク ラ ン プ ８ ４ が 点 灯 し た と き に 、 ベ ル 図 柄
９ ５ と そ の 周 囲 が 暗 く 視 認 さ れ る の を 防 止 で き る 。 よ っ て 、 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ の 見 映 え
を 良 く す る こ と が で き る 。
中 リ ー ル テ ー プ ８ ６ 、 右 リ ー ル テ ー プ ８ ７ も 、 上 記 の 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ と 同 様 に し て 、
そ れ ぞ れ 中 リ ー ル ２ ５ 、 右 リ ー ル ２ ６ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
穴 ９ １ を 設 け た こ と に よ り 、 一 端 部 ９ ３ と 他 端 部 ９ ４ が 重 ね 合 わ さ れ た 部 分 を 軽 く す る こ
と が で き る 。 重 ね 合 わ さ れ た 部 分 を 軽 く す る こ と が で き る と 、 リ ー ル の 回 転 バ ラ ン ス が 向
上 し 、 リ ー ル ２ ４ 、 ２ ５ 、 ２ ６ の 脱 調 を 防 止 す る こ と が で き る 。 脱 調 と は 、 ス テ ッ ピ ン グ
モ ー タ に 駆 動 さ れ る 回 転 系 に お い て 、 制 御 パ ル ス に 対 応 し た 回 転 の 同 期 が 失 わ れ る こ と で
あ る 。
図 ２ 、 図 ４ 、 図 ５ に 良 く 示 さ れ て い る よ う に 、 粘 着 テ ー プ ９ ２ は 、 リ ー ル テ ー プ ８ ５ 、 ８
６ 、 ８ ７ の 他 端 部 ９ ４ の 縁 部 分 に 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 、 穴 ９ １ を 設 け て も 、 リ ー ル テ
ー プ ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ の 一 端 部 ９ ３ と 他 端 部 ９ ４ の 接 着 強 度 は 十 分 に 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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（ 第 ２ 実 施 例 ）
本 発 明 の 他 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に お い て は 、 第 １ 実 施 例 と 異 な る 、 本
実 施 例 と し て 特 徴 的 な 部 分 に つ い て の み を 説 明 す る 。
図 ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ の 一 端 部 ９ ３ に は 、 切 欠 き ９ ７ が 設 け ら
れ て い る 。 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ を 左 リ ー ル ２ ４ に 装 着 す る 際 に は 、 一 端 部 ９ ３ に 他 端 部 ９
４ を 重 ね 合 わ せ る 。 一 端 部 ９ ３ と 他 端 部 ９ ４ を 重 ね 合 わ せ る と 、 粘 着 テ ー プ ９ ２ に よ っ て
一 端 部 ９ ３ と 他 端 部 ９ ４ が 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５ の 一 端 部 ９ ３ と 他 端 部 ９ ４ が 接 着 さ れ る
と 、 一 端 部 ９ ３ に 配 さ れ て い る ベ ル 図 柄 ９ ５ お よ び そ の 周 囲 は 、 切 欠 き ９ ７ の 上 に 配 置 さ
れ る 。 す な わ ち 、 切 欠 き ９ ７ を 設 け た こ と に よ り 、 バ ッ ク ラ ン プ ８ ４ が 点 灯 し た と き に 、
ベ ル 図 柄 ９ ５ と そ の 周 囲 が 暗 く 視 認 さ れ る の を 防 止 で き る 。 よ っ て 、 左 リ ー ル テ ー プ ８ ５
の 見 映 え を 良 く す る こ と が で き る 。
第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 切 欠 き ９ ７ を 設 け た こ と に よ り 、 一 端 部 ９ ３ と 他 端 部 ９ ４ が 重 ね 合
わ さ れ た 部 分 が 軽 く な る 。 よ っ て 、 リ ー ル ２ ４ 、 ２ ５ 、 ２ ６ の 脱 調 を 防 止 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 粘 着 テ ー プ ９ ２ は 、 一 端 部 ９ ３ の 縁 部 分 に 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 、 切 欠 き ９
７ を 設 け て も 、 一 端 部 ９ ３ と 他 端 部 ９ ４ の 接 着 強 度 は 十 分 に 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 上 、 本 発 明 の 具 体 例 を 詳 細 に 説 明 し た が 、 こ れ ら は 例 示 に す ぎ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 を 限
定 す る も の で は な い 。 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 技 術 に は 、 以 上 に 例 示 し た 具 体 例 を 様 々 に
変 形 、 変 更 し た も の が 含 ま れ る 。
ま た 、 本 明 細 書 ま た は 図 面 に 説 明 し た 技 術 要 素 は 、 単 独 で あ る い は 各 種 の 組 み 合 わ せ に よ
っ て 技 術 的 有 用 性 を 発 揮 す る も の で あ り 、 出 願 時 の 請 求 項 記 載 の 組 み 合 わ せ に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 ま た 、 本 明 細 書 ま た は 図 面 に 例 示 し た 技 術 は 複 数 目 的 を 同 時 に 達 成 す る も
の で あ り 、 そ の う ち の 一 つ の 目 的 を 達 成 す る こ と 自 体 で 技 術 的 有 用 性 を 持 つ も の で あ る 。
従 っ て 、 例 え ば 、 以 下 に 記 載 す る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ １ ） リ ー ル テ ー プ ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ が 装 着 さ れ る の は 、 リ ー ル ２ ４ 、 ２ ５ 、 ２ ６ に 限 ら
れ な い 。 例 え ば 、 複 数 の ロ ー ラ 間 に リ ー ル テ ー プ ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ を 張 り 渡 し て ロ ー ラ を
回 転 さ せ 、 図 柄 が 変 動 表 示 さ れ る よ う に す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 例 に 係 る ス ロ ッ ト マ シ ン の 正 面 図 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 例 に 係 る リ ー ル 帯 の 説 明 図 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 例 に 係 る リ ー ル の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 例 に 係 る リ ー ル テ ー プ の 端 部 の 重 合 わ せ に つ い て の 説 明 図 。
【 図 ５ 】 同 上 。
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 例 に 係 る リ ー ル テ ー プ の 端 部 の 重 合 わ せ に つ い て の 説 明 図 。
【 図 ７ 】 同 上 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ： ス ロ ッ ト マ シ ン
１ ２ ： 前 面 パ ネ ル
１ ４ ： 図 柄 表 示 部
１ ８ ： 操 作 部
２ １ ： 左 表 示 窓
２ ２ ： 中 表 示 窓
２ ３ ： 右 表 示 窓
２ ４ ： 左 リ ー ル 、 ２ ４ ａ ： 軸 部 、 ２ ４ ｂ ： ス ポ ー ク
２ ５ ： 中 リ ー ル
２ ６ ： 右 リ ー ル
６ １ ： 始 動 レ バ ー
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６ ２ ： 左 リ ー ル 停 止 ボ タ ン
６ ３ ： 中 リ ー ル 停 止 ボ タ ン
６ ４ ： 右 リ ー ル 停 止 ボ タ ン
７ １ ： 外 筒 部
７ ２ ： 円 筒 面
７ ３ ： バ ー
７ ８ ： ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ
８ ３ ： ラ ン プ ケ ー ス
８ ３ ａ 、 ８ ３ ｂ 、 ８ ３ ｃ ： 部 屋
８ ４ ： バ ッ ク ラ ン プ
８ ５ ： 左 リ ー ル テ ー プ
８ ６ ： 中 リ ー ル テ ー プ
８ ７ ： 右 リ ー ル テ ー プ
９ １ ： 穴
９ ２ ： 粘 着 テ ー プ
９ ３ ： 一 端 部
９ ４ ： 他 端 部
９ ５ ： ベ ル 図 柄
９ ７ ： 切 欠 き
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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